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①【学校教育目標】 あ か い し

《 心身共に健やかで 明るく かしこく 意志の強い しっかりした 明石っ子 》

学習評価を通じた学習指導の改善

配慮を必要とする子供への指導
児童の実態 学校の実態

教育課程の編成 教育課程の実態

指導体制の充実、家庭・地域との連携・協働

安心・安全を守る 開かれた学校づくり

②【重点目標】《資質能力》「学びを生かし 粘り強く挑戦し 互いに高め合う子の育成」

①学校での学びと実生活との繋がりを理解し、必要な知識・技能を身につける。①各教科・領域において、実生活に必要な知識・技能を進んで習得する力。

④相手を思いやる温かい言葉で、自分の考えを伝えあうコミュニケーション能力。

△基本的生活習慣を見つけさせる指導の継続が必
要である。挨拶・返事・「さん付け」呼称の指導
手洗い・うがい・ハンカチ携帯の奨励

〇低学年の面倒をみる、高学年を敬うという関係
が確立されつつある。

△「ねばり強く挑戦する力」「自分で考え取り組
む力」を身につけさせる必要がある。 Ⅱ 【 個に応じたきめ細やかな支援 】

① 基礎学力の上に成り立つ、「問い」を持たせ、主体的に学ぶ 授業の推進 ① 児童が自己調整しながら学習を進めていく力を育む

□学びの質を高める授業改善・学校改善に
向けた校内研修の充実

□教育活動全体における万全の安全対策

□「自分の命は自分で守る」児童の育成（安全教育・防災教育）

□地域の人材、教材を生かした学校づくり

□学校評価公開・公約による情報の共有できる環境づくり

④自分の考えを持って、相手の意見に耳を傾け、よりよい解決法を見つけられる。

②夢を持ち、具体目標の実現に向けて、進んで努力することができる。

③自他の生命の尊さを理解し、自分の命を守るための体力維持管理ができる力。

・教職員、相談員、SC等と連携し、保護者・地域の声に
耳を傾け一人一人の教育的ニーズを把握して支援する。

Ⅰ 【 チーム対応 】が
「 明石っ子は、学校・保護者・地域で育てる！」

・キャリアパスポート有効活用で、自己肯定感を高める。

② 自立して学ぶ児童の育成に向けた「自己調整力」の育成
③ 県学推施策「自立した学習者」育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと連動した授業改善のの推進
④ 児童の成長を捉え、次の学びに生かすサイクルの推進

② 自ら学びに向かう習慣作り。予定を立て、自力で学習を進める力を育む

③ 多様な考えに触れる等の活動にICTの積極的活用を進める

□教育相談コーディネーターを核としたSC
SSW、支援チーム等との連携

□学びの連続性を意識した幼小中の連携

□迅速かつ適切な初期対応及びチーム対応

□子供と向き合う時間の確保

□いじめ、不登校をうまない学校、学級経営

□家庭、地域との情報共有及び連携協働

□認め合い、安心して過ごせる教室、学校（人材(財)育成） □学校便り・学級便り等による積極的な情報発信

③【教育目標のめざす学校像と児童像】

④【何が身に付いたか】⑤【何ができるようになるか 】

⑧【子どもの発達をどのように支援するか】

⑥【何を学ぶか】 ⑦【どのように学ぶか】

⑨【実施するために何が必要か】

〇保護者の教職員評価が高く信頼を得られている。

△複式学級という特殊形態授業改善に向けたマネ
ジメントサイクルの見直しが必要である。

〇向上意欲旺盛で機動力に溢れた教職員である。

〇毎日元気に登校し、明るく素直な児童が多い。

△学校・保護者・地域を繋ぐ各種行事や諸活動に
おける地域人材活用について見直しが必要である。・調査物分析による個に応じた細やかな支援充実を図る。

④ 校内OJTを充実させ「協働」で課題解決に取り組み、児童の成長を助ける

□行政との連携を密にした学習環境の充実

□教諭・学校職員の相互協力によるワー
クライフバランスを重視した働き方改革

②自らの夢や目標の実現に向けて、最後まで諦めずに粘り強くやりぬく力。

③礼儀正しい挨拶ができ、きまりを守って安心安全に気を付けることができる。

△自分の考えを話したり、書いたりする思考力・
判断力・表現力の向上を図る取組が必要である。

△全教職員の特別支援教育に関する共通理解の徹底。・個別指導計画書をもとに児童への細やかな対応を行う。

△「魅力ある学校」としての発信力を高める必要がある。

〇「聴く」姿勢が身についている。


